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平成 20 年２月 15 日 

 

各      位 

会 社 名  株式会社アイ・オー・データ機器 

代表者名  代表取締役社長 細野 昭雄 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード６９１６） 

問合せ先 

役職・氏名 執行役員管理部部長 IR 担当 山森 光久 

電話番号  076－260－3377 

 

平成 20 年６月期中間（連結・個別）業績予想の修正及び 
通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 20 年６月期(平成 19 年７月１日～平成 20 年６月 30 日)の業績予想について、平成 19 年 10 月

29 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

 

１．平成 20 年６月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年７月１日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 

 (単位：百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

(平成 19 年 10 月 29 日 発表) 
31,800 300 250 230 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 32,260 690 540 450 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 460 390 290 220 

増 減 率            （％） 1.4 130.0 116.0 95.7 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 12 月期） 
29,771 △403 △365 △988 

 

２．平成 20 年６月期中間個別業績予想数値の修正（平成 19 年７月１日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

(平成 19 年 10 月 29 日 発表) 
30,500 0 300 300 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 30,880 370 680 630 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 380 370 380 330 

増 減 率            （％） 1.2 - 126.7 110.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 12 月期） 
28,764 △708 △483 △1,108 
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３．平成 20 年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年７月１日 ～ 平成 20 年６月 30 日） 

 (単位：百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

(平成 19 年 10 月 29 日 発表) 
64,900 800 750 660 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 64,900 1,190 1,000 830 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 0 390 250 170 

増 減 率            （％） 0.0 48.8 33.3 25.8 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年６月期） 
61,765 △44 111 △657 

 

４．平成 20 年６月期通期個別業績予想数値の修正（平成 19 年７月１日 ～ 平成 20 年６月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

(平成 19 年 10 月 29 日 発表) 
62,100 400 700 680 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 62,100 780 1,050 980 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 0 380 350 300 

増 減 率            （％） 0.0 95.0 50.0 44.1 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年６月期） 
59,793 △474 △218 △920 

 

５．修正の理由 

当企業グループの中間及び通期予想につきまして、売上高につきましては、中間期は年末商戦に
おいてストレージ製品及びＳＴＢを中心とした周辺機器製品で数量の伸長があり、平成 19 年 10 月
29 日に発表しました業績予想の修正より若干の売上高の増加は想定されるものの、本来であれば第
３四半期を中心とした法人需要が見込める期後半が、現状を鑑みると厳しい環境が予想されること
から、通期での売上高の予想に変更はありません。 

利益面につきましては、営業利益では中間期において、前年同期と比較して、製・販の連携をよ
り強化し効率のよい販売活動に取り組んだ結果、大幅に期末在庫が軽減されたこと、値引きが当初
予想を下回ること、仕入れにおける原価低減の努力が報われたことで大幅な改善が見込まれ、経常
利益及び純利益についても営業外費用、特別損失で大きなマイナス材料も見込まれないことから営
業利益同様、利益の業績を修正するものであります。利益の通期予想に関しましては売上高同様の
理由等で、現状は保守的に予想しております。 
 

以  上 

 
（注） なお、この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた

情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実
際の業績等は状況の変化により、この資料に記載されている予想とは異なる場合があることを
ご承知おき下さい。 


